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O 拙稿，高度社会における労働組合の役割， I季刊労働法」第73号斯収， 1969年9月参照。
2) H. A. Turner. T:同deUn回 nGror.vth， Structu開 andPoUcy， 196己

























































82 (186) 第 105巻第4.5・6号
労働組合が， 第 1次大戦中の「労働不安」状況のもとで Workers'Controlを
指向した運動を， 「クライドの反抗J(Re刊 lton the Clyde) を中心に社会也、想
との関連に注目して検討を加えてみたいと忠う。
II イギリス労働運動史とヲライド争議




















び職場it話役運動の出現とそのクライドからのイ Y クヲ y ド機械業中心地への
蔓延に，労働組合員として主として責任があったのは，社会主義労働党 (Social
5) S. and B. Webb， The'f五，"巾 ofTrade Unwnis明.1920.荒畑訳，下巻， 137ページ。


















労働組合運動に TradeUnionism の基本路線を維持しつつ CraftUnion 
から lndustrialTrade Unionへの発展を期待していた彼にとっては当然のこ
とでもあった。




6) Ibid.. p. 659.荒畑訳，下巻， 284へクロ
7) Ibid.， p. 659，荒畑訳，下巻.285へー ジ.
8) Ibid.， p. 659，荒畑訳，下巻， 284ヘク。
























9) G. D. H. Cole， A Short Hislυry of the sntish n任命先ingCla.'付 Movcnwnt，Vol. III， 
p. 119，邦訳.II. 145ペジ。
10)' lbid.. p. 130，邦訳， III， 16{)-161へーι
11) TIu正leraldof March 20. in William Gallancher， Revolt仰 1the Clyde. 1936， p.49 
12) 品z'd.，p. 48 


















第 1次大戦に入れ 「労働力不足の問題は既に楽観できない状況J16) Iこあった
だけに，労働力不足対策に労働者の協力を得ることであった。とくにこれは軍
需産業の中核部門である機械産業で，その努力は特に払われた。その成果は，
まず， 1914年10月，それまで機械エ組合(A.S. E.)が機械工業雇主連合 (Engineer
ing Ernployers' Fed出壮町、〕 との聞で交渉していた週47労働時間の間関が両者協
13) Jam田 B.Jefferys， The晶oryザ theEngineer可 p.177 




86 . ([90) 第四5巻第4.5・6号










権の政棄を内容とする，いわゆる大蔵省協定 (theTr田 sure'Agreement -1915年
3月19日〕が政府と主要組合幹部との聞で締結され， 戦時労使協力体制が生れ








「グライドの反抗J(Revolt on the Clyde)とは， この志味に解トくきであろ
ヌ。
ところで，このように戦時の労資域内平和が体制化していくなかで，とくに
16) G. D. H. Cole， A Short History 0.1 the British Wo品川.gClass Mu凹ment，邦訳，
145ヘジ。
17) Armstrongおよび EIswickではダイリュ シヨン導入があった。 JB. Je旺erys，The 
Story of the Enginee口， p. 175 
18) 2部門は砲弾および信管部門 (TheShells and Fuses Section)である。 Ib叫， p. 175 
19) Henry Pel1ing， A Histoη 0.1 Bn"tish Trade Uni白川町邦訳， 162へジ。




パガンダの主要中心地の 1つであった。それに S.L. P. (Social Labour Party) 
の要塞であり~ I. L. P. (Independen t Labour Party) およびB.S. P. (British 
Labour P?-rty) もここで活動的であった。 これらの各組織がクライド機械工の
聞で強力な支持者をもっていた」舶のである。
もっとも， これらの社会主義思想が当地域に侵透したりは，当地域の労使関




む労務統轄のきびしさを確立しようと Lたu そのため， 労働者も lndustrial




戦前，数年間で全階層工場自警委員会 (All.grade'sWorkshop Vigilance Committee) 





20) Brank<υPribieevie The SJwp止叫lards'，Mo乙ementand Workers' Control， p. 111 
21) Henry Pelling， Amenca & the B河tishLeft， p.100 クライドにとどまったものの若干
名はクヲイ [ts&働者委員会の中でも卓越し，そ<01人 ArthurMacManusはイギリス共産党
の最初の議長となった。
22) Clydeでは造船機械工の 85-90%が集中し ζいた。 J.B. Jefferys， The st町 yぜ th，

















Withdrawal of Labour Comm出国〉叫が形成官れたのはこの闘争過程である。 労
働者は防衛維持と I戦争遂行」で 致した政府，組合幹部，与論の結合力の
ため，譲歩を余儀なくされて，結局3月4日に職場に復帰した。それは生産委





















さきの大蔵省協定によって， ダイリ ι 巴/ョ Y導入は，原則的に組合も承認
することであった。したがって，ダイリュージョン，特に婦人労働者の受入れ
の条件として，婦人労働者に20シリングの最低賃金を確保することなどの対策



















26) Clyde Workers' Committeeの指導者8人は3月24-25日にかけて逮捕されて Edinburgh
に送られた.









クフイド労働者が「労働者管理J (W凹 k町s'Cunt工ul) を志向して反抗運動を
展掬するとき。 それは， いわゆる広義のサンジカリズム一一産業別組合主義











定業別組合主義の活動組織としては， 日 L.P およびアメりカ1.w. W 
をま松て設立した L W. G. W. (Industrial Workers of Great Britain→ 1907年設
立〉が主要なものである。それが主張ナることは，まさにレメ「 γのイギリス版
27) Qp. cir.， p. 1出
28) Henry Pelling， America & the British Left， p.98 
29) J. Connollyは1叩 3年アメリカに移民して， 1. W 、V が騎土団の後継者であると考えた。
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にすぎず，労働者は解放戦で政治的産業別に統一しなければならない。政治面























30) Branco Pribieeviι The Shot品tcI-vards'M凶 ementand Workers' Lontro[， 'p 14 
31) Ibid.， p. 14 
32) James Connolly， In占ustrialUnionism and Constructive Sociahslll， in Kea亡岨ses，
Anthony T，叩hamCed.)， lndustri.al De1加 C1'acyin GI町 atBritain， p.14 
92 (196) 第 105巻第4.5.6号
このような産業別組合主義の影響はグラスコウとェヂyパラ (Edinburgh)に
強かったが，クライド地域との関係はどうであったか。さきに述べた S.L. P 
が特に影響を与えたりはクヲイドおよび月コヅトフンド産呆中心地 Eあっc，





















33) TUlll Manll' iJ~ I、石f 羽f を批判したのは1910年 July，Iu品 sEFtaJ.3yyuカ'cal叫を発刊
し，アメリガ鉄鋼 lラス!と白闘いを論じた。
34) イギ)スでサγクノりリズムは現実の労置関揮を考えて適応をはかったため， プフソス， カン
ジカリスムやアメリカの産業別組合主義Dように純枠ではなかった。


























36) Tom Mann， The Single Tax to Syndicalism， p.xv， inBranko Pribieeviι The Shoψ 
st白山rds'Movement and Woi-kers' Control， p.19 
37) Henry Pelling， A岡田 ica& the Bη'tish Left， p.106 
























占に至るべきで， したがって共同管理 Joint Controlから労働者措級の Sole
ControIを実現する道すじを考えたのである船。この意味で JointControl が
38) Mux Beer， A 正listo叩 ofBl去五shSoc品lism，邦訳.385-386ベク。
39) Branko Pribieevie， o.β cit.， p.22 
40) Ibid.， p.22 
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重視されるとともに，その実現につながる固有化も必要視された。
このようなギルド社会主義が労働組合間で公式に表明されたのは1913年ホプ
ソン (Hobson)ならびにオレィジ (Orage)が T.U.cに提起したときである。
その後漸次組合の育年層および知識人層に受付入れられて1918-1921年に全盛
期となった。その具体的なあらわれとし亡鉄道労働者によっ亡全国プログラム
















































42) 重要な機械産業中心地では1915年の4-5月に同時的に設立され，theNorth-East Coast Com-
Illte もその1つで NewCastleでは1915年4月9R設立された。



























43) Branko Pribieevie， 0.ρ ロ't.，p. 113 
44) The Worker. Janu.o.ry 15出 1916，皿 BrankoPribieeviιαψ cit.， p.114 
98 (202) 第 105巻第4・5.6号


























45) The 切らrker，Jannary 8th 1916， in Branko Pribieevie， op口t.，p. 114 
46) The Worker. Jannary 8th 1916尻 inRranko Pribieevie，ορ cit.， p.114 

























47) 重要地域にグイリュ ションの導入をはかるため DilutionCommitieeを設け，組合幹部を
これに参加させて，シ言ツプ・スチュア ドとの分離をはかった，
48) a Draft of a Scheme of Control in the Engineering and Shipbuilding' Industry， in 


























<19) History pf th"e Ministη of九lunitions，Vol. TV， Part TV. in Rranko Pribi白vie，op 
cit.， p.12:守、
田 Constit山
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ちこんだものとしての先駆的意義をもつものである。しかしそれと全的に主主会
主義運動の基礎としての「職場」と組合運動の基礎としての「職場」との関係
は緩めて重要であるがまた極めて難かしい問題であることを教示するものであ
った。
